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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）チラシの受注情報に基づき、少なくとも受注先およびチラシの種類および納品数を
同時に識別する識別番号を形成し、各識別番号を発送時の送り状に印刷される受注先毎の
問合せ番号と関係づけ、前記識別番号と、当該識別番号および前記問合せ番号の対応関係
とを、チラシの種類毎に指定した色の情報とともにデータベースに登録するステップと、
（２）前記データーベースに登録したデータに基づき、受注先毎にピッキングリストを形
成するとともに、受注先毎およびチラシの種類毎に識別ラベルを形成し、前記ピッキング
リストには、受注先名および対応する前記問合せ番号と、発送すべきチラシの種類毎に分
類したチラシの種類名、納品数および対応する前記色からなる一覧表とを少なくとも印刷
し、前記識別ラベルには、チラシの種類毎に対応する前記色を付し、かつ受注先名と前記
識別番号に対応するバーコードとを少なくとも印刷するステップと、
（３）前記受注情報に基づく面付け印刷および製本により予め作製した複数種類のチラシ
を、受注先毎にかつチラシの種類および納品単位毎に分別して複数のチラシスタックを形
成し、各チラシスタックを包装して複数の包装体を形成し、各包装体に対応する前記識別
ラベルを貼着するステップと、
（４）前記チラシの種類毎に、チラシの種類名を表示し、かつ対応する前記色を付したパ
レットを準備し、各パレット上に、対応する前記包装体を前記受注先毎に分別しつつ積載
し、一時保管するステップと、
（５）前記ピッキングリストに従ってピッキングを行うことにより、受注先毎に予め準備
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した発送用ケースに関係する前記包装体を収納して梱包した後、前記発送用ケースに対応
する前記送り状を貼着して発送するステップと、を含み、
　前記ピッキングに際し、前記問合せ番号に基づいて前記送り状と前記ピッキングリスト
との一致を確認するとともに、バーコードリーダーによって各包装体の前記識別ラベル上
のバーコードを読み取り、読み取った情報を前記データベースに登録されたデータと照合
することによって、受注先とチラシの種類および納品数との一致を確認することを特徴と
するチラシのピッキングおよび発送法。
【請求項２】
　前記ステップ（２）において、前記識別ラベルとともに、それと対をなす照合用ラベル
を形成し、前記照合用ラベルには、関係する前記識別ラベルに対応するチラシの印刷面の
うちの、当該チラシを他の種類のチラシから峻別し得る部分と同一のものを印刷し、前記
識別ラベルと対応する前記照合用ラベルの各対をラベル台紙に貼着し、さらに、前記ステ
ップ（３）において、前記照合用ラベルの印刷面と前記チラシスタックの最上位のチラシ
の印刷面とを照合した後、当該チラシスタックを包装して、得られた包装体に対応する前
記識別ラベルを貼着することを特徴とする請求項１に記載のチラシのピッキングおよび発
送法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数種類のチラシをピッキング（仕分け）して、複数の受注先に発送する方
法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常、チラシは、印刷工場（印刷会社）において作製された後、物流センター(運送会
社）に送られ、物流センターから各受注先に発送される。
　印刷工場では、チラシの受注情報に基づいて作成された印刷指示書に従い、チラシの種
類および部数に応じて面付け印刷および製本（印刷された用紙の裁断）が行われた後、受
注先毎にかつチラシの種類および納品単位毎に仕分けされ、仕分けされた組毎に包装され
る。そして、各包装体は箱詰めされて印刷工場から物流センターに送られる。
【０００３】
　物流センターでは、各包装体がパレット上に積載され、倉庫に一時保管される。そして
、発送が決定すると、上記チラシの受注情報に基づいて作成されたピッキングリストに従
ってピッキングがなされ、各包装体が受注先毎に仕分けされて、発送用段ボール箱に詰め
込まれた後、発送用段ボール箱に送り状が貼着されて各受注先に向けて発送される。
【０００４】
　ところで、受注先数が多数あって、チラシの種類および納品数も多く、しかも一定数の
受注先毎にチラシの組み合わせおよび納品数が異なるような場合には、受注先に間違った
組み合わせでチラシが発送されたり、チラシの納品数に過不足が生じる等の作業エラーが
頻発するおそれがあり、このような作業エラーを防止するための種々の方法がこれまでに
提案されている（例えば、特許文献１、２参照）。
【０００５】
　これらの従来法においては、印刷工場においてチラシの各包装体にラベルが貼着され、
各ラベルには、受注先名、チラシの種類名および納品数等の情報と、この情報を表示する
バーコードとが印刷される。また物流センターにおいては、ピッキングリストおよび送り
状にも対応するバーコードが印刷されていて、ピッキングの際にそれらのバーコードがバ
ーコードリーダーにより読み取られて、照合されるようになっている。
【０００６】
　その一方で、物流センターにおいて、チラシの各包装体がパレットに積載される際には
、パレットに付与されたチラシの種類名の表示と、各包装体に貼着されたラベル上のチラ
シの種類名の表示が目視によって確認されるだけであり、そのため、作業者の不注意によ
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って、チラシの包装体が間違ったパレットに積載されることがあった。
【０００７】
　しかし、受注先数が多数あって、チラシの種類および納品数も多い場合には、このよう
な間違ったパレットに仕分けされているチラシの包装体を探し出すことは容易ではなく、
そのため、ピッキング作業に時間と手間がかかり、作業効率を大きく低下させるという問
題があった。
【０００８】
　また、印刷工場において、チラシの組が包装されてラベルが貼着されるとき、包装体と
ラベルとの一致の確認は、包装すべきチラシの組の刷り取りの印刷面に、ラベルに表示さ
れた受注先名が存在するか否か、および刷り取りの印刷面がラベルに表示されたチラシの
種類名に対応しているか否かを目視によって確認することでなされており、そのため、チ
ラシの種類の相違が刷り取りの印刷面に顕著に現れていない場合等には、作業者の不注意
によって、包装体に間違ったラベルが貼着されることがあった。
【０００９】
　この場合、後続の工程で包装体の中身をチェックすることは実際上できないので、この
ように包装体に間違ったラベルが貼着されると、誤発送の発生は避けようがなくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００１－３１２１７号公報
【特許文献２】特開２００７－２２７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、本発明の課題は、チラシのピッキングおよび発送作業を、より確実にかつ
効率的に行うことができる方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するため、本発明は、（１）チラシの受注情報に基づき、少なくとも受
注先およびチラシの種類および納品数を同時に識別する識別番号を形成し、各識別番号を
発送時の送り状に印刷される受注先毎の問合せ番号と関係づけ、前記識別番号と、当該識
別番号および前記問合せ番号の対応関係とを、チラシの種類毎に指定した色の情報ととも
にデータベースに登録するステップと、（２）前記データーベースに登録したデータに基
づき、受注先毎にピッキングリストを形成するとともに、受注先毎およびチラシの種類毎
に識別ラベルを形成し、前記ピッキングリストには、受注先名および対応する前記問合せ
番号と、発送すべきチラシの種類毎に分類したチラシの種類名、納品数および対応する前
記色からなる一覧表とを少なくとも印刷し、前記識別ラベルには、チラシの種類毎に対応
する前記色を付し、かつ受注先名と前記識別番号に対応するバーコードとを少なくとも印
刷するステップと、（３）前記受注情報に基づく面付け印刷および製本により予め作製し
た複数種類のチラシを、受注先毎にかつチラシの種類および納品単位毎に分別して複数の
チラシスタックを形成し、各チラシスタックを包装して複数の包装体を形成し、各包装体
に対応する前記識別ラベルを貼着するステップと、（４）前記チラシの種類毎に、チラシ
の種類名を表示し、かつ対応する前記色を付したパレットを準備し、各パレット上に、対
応する前記包装体を前記受注先毎に分別しつつ積載し、一時保管するステップと、（５）
前記ピッキングリストに従ってピッキングを行うことにより、受注先毎に予め準備した発
送用ケースに関係する前記包装体を収納して梱包した後、前記発送用ケースに対応する前
記送り状を貼着して発送するステップと、を含み、前記ピッキングに際し、前記問合せ番
号に基づいて前記送り状と前記ピッキングリストとの一致を確認するとともに、バーコー
ドリーダーによって各包装体の前記識別ラベル上のバーコードを読み取り、読み取った情
報を前記データベースに登録されたデータと照合することによって、受注先とチラシの種
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類および納品数との一致を確認することを特徴とするチラシのピッキングおよび発送法を
構成したものである。
【００１３】
　上記構成において、前記ステップ（２）において、前記識別ラベルとともに、それと対
をなす照合用ラベルを形成し、前記照合用ラベルには、関係する前記識別ラベルに対応す
るチラシの印刷面のうちの、当該チラシを他の種類のチラシから峻別し得る部分と同一の
ものを印刷し、前記識別ラベルと対応する前記照合用ラベルの各対をラベル台紙に貼着し
、さらに、前記ステップ（３）において、前記照合用ラベルの印刷面と前記チラシスタッ
クの最上位のチラシの印刷面とを照合した後、当該チラシスタックを包装して、得られた
包装体に対応する前記識別ラベルを貼着することが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、チラシの受注情報に基づいて、少なくとも受注先およびチラシの種類
および納品数を同時に識別する識別番号を形成し、各識別番号を発送時の送り状に印刷さ
れる受注先毎の問合せ番号と関係づけ、識別番号と、当該識別番号および前記問合せ番号
の対応関係をデータベースに登録するとともに、チラシの種類毎に色を指定して、この色
の情報もデータベースに登録する。そして、それらの色を、チラシの包装体に貼着する各
識別ラベルと、各パレットに付し、さらに、ピッキングリストの、チラシの種類毎に分類
したチラシの種類名および納品数からなる一覧表に記載する。
【００１５】
　こうして、チラシの各包装体を仕分けしてパレット上に積載する際には、識別ラベルに
印刷されたチラシの種類名とパレットに表示されたチラシの種類名との照合と同時に、識
別ラベルに付された色とパレットに付された色との照合を行うことによって、チラシの包
装体が間違ったパレットに仕分けされることが確実に防止される。
　また、このとき、１つの受注先について１つの種類のチラシに複数の包装体が存在する
場合には、当該受注先に関係する包装体を１つにまとめてパレット上に積載するので、後
続のピッキング作業の際の作業効率が上がる。
【００１６】
　さらに、その後のピッキング作業においても、まず、ピッキングリストに記載された色
とパレットに付された色との照合によって、必要なチラシの包装体を容易に探し出してパ
レットから取り出すことができ、そして、問合せ番号に基づいて送り状とピッキングリス
トとの一致を確認するとともに、バーコードリーダーによって各包装体の識別ラベル上の
バーコードを読み取り、読み取った情報をデータベースに登録されたデータと照合するこ
とによって、受注先とチラシの種類および納品数との一致を確認することで、チラシのピ
ッキングおよび発送作業を確実にかつ効率的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明による、チラシのピッキングおよび発送法のフロー図である。
【図２】（Ａ）は、識別番号のフォーマットの１例を示す図であり、（Ｂ）は、識別ラベ
ルの平面図であり、（Ｃ）は、照合用ラベルの平面図である。
【図３】ピッキングリストの平面図である。
【図４】チラシスタックの包装および識別ラベル貼着工程を説明する図である。
【図５】（Ａ）は、１つのチラシの包装体の斜視図であり、（Ｂ）は、各パレット上にチ
ラシの包装体が積載された状態を示す斜視図である。
【図６】ピッキング工程を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して本発明の好ましい実施例を説明する。
　図１は、本発明による、チラシのピッキングおよび発送法のフロー図である。
　図１を参照して、本発明によれば、まず、チラシの受注情報に基づいて、少なくとも受
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注先名およびチラシの種類名および納品数を同時に識別する識別番号を形成し、各識別番
号を発送時の送り状に印刷される受注先毎の問合せ番号と関係づけ、識別番号と、当該識
別番号および問合せ番号の対応関係とを、チラシの種類毎に指定した色に関する情報とと
もにデータベースに登録する（図１のステップＳ１）。
【００１９】
　図２（Ａ）は、識別番号のフォーマットの１例を示す図である。
　図２（Ａ）を参照して、この実施例では、識別番号は、１４桁の数字から構成されてい
る。そして、最上位の桁（第１桁目）は、注文の回数（１次刷、２次刷、・・・等の区別
）を表し、次の２桁（第２～３桁目）は、チラシの種類名を表し、次の１桁（第４桁目）
は、チラシに受注先名の印刷があるか否か表し（印刷あり＝１、印刷なし＝０）、次の４
桁（第５～８桁目）は、受注先番号（受注先名に対応）を表し、次の４桁（第９～１２桁
目）は、納品数に関する情報を表し（４桁のうちの後半２桁は、チラシの包装体の総数を
表し、前半の２桁は、何番目の包装体であるかを表す。チラシの包装体については後述す
る。）、次の２桁（第１３～１４桁目）は、予備として設けてある。
【００２０】
　次いで、データーベースに登録したデータに基づき、受注先毎にピッキングリストを形
成し、受注先毎およびチラシの種類毎に識別ラベルを形成する（図１のステップＳ２）。
　ピッキングリストには、受注先名および対応する問合せ番号と、発送すべきチラシの種
類毎に分類したチラシの種類名、納品数および対応する上記色からなる一覧表とを少なく
とも印刷する。
　識別ラベルには、チラシの種類毎に対応する前記色を付し、かつ受注先名と前記識別番
号に対応するバーコードとを少なくとも印刷する。
【００２１】
　図２（Ｂ）には、識別ラベルを例示した。
　図２（Ｂ）を参照して、この実施例では、識別ラベル２の最上段に、受注先名と受注先
番号（かっこ書きの番号）が印刷され、２段目に、チラシの種類名とその分類番号（かっ
こ書きの番号）が印刷されている。その下の段には、当該包装体の番号と、包装体中のチ
ラシの枚数（納品単位）が印刷されている。
　さらに、識別ラベル２の最下段に、識別番号４が印刷され、その上には対応するバーコ
ード３が印刷されている。
　また、識別ラベル２の全体に、チラシの種類毎に指定した色が付してある。
【００２２】
　さらに、この実施例では、識別ラベルとともに、それと対をなす照合用ラベルを形成す
る。照合用ラベルには、関係する識別ラベルに対応するチラシの印刷面のうちの、当該チ
ラシを他の種類のチラシから峻別し得る部分と同一のものを印刷する。
【００２３】
　図２（Ｃ）には、照合用ラベルを例示した。
　図２（Ｃ）を参照して、この実施例では、照合用ラベル９の最上段に、チラシの種類名
とその分類番号（かっこ書きの番号）が印刷され、その下に、関係する識別ラベルに対応
するチラシの印刷面のうちの、当該チラシを他の種類のチラシから峻別し得る部分と同一
のもの（破線で描かれた矩形状部分１０）が印刷されている。
　そして、識別ラベルと対応する照合用ラベルの各対をラベル台紙（図４の番号１１参照
）に貼着する。
　なお、この照合用ラベルの形成は、本願発明の必須要件ではなく、必要に応じて行えば
よい。
【００２４】
　図３には、ピッキングリストを例示した。
　図３を参照して、この実施例では、ピッキングリストの最上段に、受注先番号（店番欄
）と受注先名（店名欄）が印刷され、２段目には、発送すべき合計部数（部数欄）が印刷
されている。さらに、その下には、チラシの種類毎に分類された、チラシの分類番号（チ
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ラシ種別欄）、受注先名の印刷の有無（店名入れ欄）、チラシの種類名（チラシ種類名欄
）、パレットの種類および包装体数（ピッキング（パレット／包装）欄）およびチェック
欄からなる一覧表が印刷されている。
【００２５】
　さらに、この一覧表のチラシ種別欄およびピッキング（パレット／包装）欄は、それぞ
れ、チラシの種類毎に指定した色によって色分けしてある。
　また、一覧表の最下段には、受注先に発送すべき包装体の総数（合計欄）が印刷されて
いる。
　ピッキングリストのこの一覧表の下には、さらに、問合せ番号（問合番号欄）が印刷さ
れている。
【００２６】
　本発明によれば、次に、受注情報に基づく面付け印刷および製本により予め作製した複
数種類のチラシを、受注先毎にかつチラシの種類および納品単位毎（例えば、１００部毎
、１０００部毎等）に分別して複数のチラシスタックを形成し、各チラシスタックを包装
して複数の包装体を形成し、図５（Ａ）に示すように、チラシの各包装体１の表面に、対
応する識別ラベル２を貼着する（図１のステップＳ３）。
【００２７】
　このチラシスタックの包装および識別ラベルの貼着工程を詳述する。
　図４は、チラシスタックの包装および識別ラベル貼着工程を説明する図である。図４を
参照して、まず、ラベル台紙１１上の照合用ラベル９の印刷面と、チラシスタック１２の
最上位のチラシ（通常は、刷り取り）１３の印刷面とが照合された後、当該チラシスタッ
ク１２がクラフト紙等によって包装され、得られた包装体１に、対応する識別ラベル２が
貼着される。
【００２８】
　こうして、この実施例によれば、チラシスタック１２の包装の前に、照合用ラベル９を
介して、チラシ（刷り取り１３）の印刷面に基づいて当該チラシと識別ラベル２との照合
を行うことにより、チラシの包装体１に対応する識別ラベル２を間違いなく貼着すること
ができる。
【００２９】
　本発明によれば、次に、チラシの種類毎に、チラシの種類名を表示しかつ対応する上記
色を付したパレットを準備し、図５（Ｂ）に示すように、各パレット３上に、対応する包
装体１を受注先毎に分別しつつ積載し、一時保管する（図１のステップＳ４）。
【００３０】
　この場合、識別ラベルに印刷されたチラシの種類名とパレットに表示されたチラシの種
類名との照合と同時に、識別ラベルに付された色とパレットに付された色との照合を行う
ことによって、チラシの包装体が対応するパレットに確実に積載され、各ペレットへの仕
分け作業におけるエラーの発生が防止される。
【００３１】
　また、このとき、１つの受注先について１つの種類のチラシに複数の包装体が存在する
場合には、当該受注先に関係する包装体を１つにまとめてパレット上に積載するので、後
続のピッキング作業の際の作業効率が上がる。
【００３２】
　本発明によれば、さらに、ピッキングリストに従ってピッキングを行うことにより、受
注先毎に予め準備した発送用ケースに関係する包装体を収納して梱包した後、発送用ケー
スに対応する送り状を貼着して発送する（図１のステップＳ５）。
【００３３】
　図６は、ピッキングの工程を説明する図である。なお、明瞭にするため、図６において
、チラシの各包装体１はその中身だけを図示してある。
　ピッキング工程においては、まず、ピッキングリスト６に記載された色とパレットに付
された色との照合によって、発送すべきチラシの包装体１をパレットから取り出し、そし
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て、図６に示すように、問合せ番号に基づいて送り状７とピッキングリスト６との一致を
確認するとともに、バーコードリーダー８によって各包装体１の識別ラベル２上のバーコ
ードを読み取り、読み取った情報をデータベースに登録されたデータと照合することによ
って、受注先とチラシの種類および納品数との一致を確認する。
【００３４】
　こうして、ピッキングリストに記載された色とパレットに付された色との照合によって
、必要なチラシの包装体を容易に探し出してパレットから取り出すことができ、そして、
問合せ番号に基づいて送り状とピッキングリストとの一致を確認し、バーコードリーダー
の情報をデータベースに登録されたデータと照合することによって、受注先とチラシの種
類および納品数との一致を確認することで、チラシのピッキングおよび発送作業を確実に
かつ効率的に行うことができる。
【符号の説明】
【００３５】
１　チラシの包装体
２　識別ラベル
３　バーコード
４　識別番号
５　パレット
６　ピッキングリスト
７　送り状
８　バーコードリーダー
９　照合用ラベル
１０　チラシの印刷部分と同一のもの
１１　ラベル台紙
１２　チラシスタック
１３　刷り取り
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